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I Bp-il(P)

フォーラム・ポスター発表II :人間と環境との共生をめざすライフスタイル

そのキーワード：生態系としての家族

日本大短大　○小野信脊

　目的　環境に対して問題を起こす主体＝人間（Human-Beings）を普遍的概念とすれば、

家政学の立場からの主体は家族・家庭（Family&Home）に特化されよう。この観点から、

人間と環境を考察するミシガン州立大学ヒューマン・エコロジー学部における中心概念が

　’‘生態系としての家族”である。人間と環境との共生をめざすライフスタイル構築のキー

ワードとして、“生態系としての家族”の概念を解明する。

　方法　同大学名誉教授M.Bubolz論文“Reflections on Human Ecology : Past,Present and

Fuller" (MSU,l 994.7月）および、Bubolz&Sontag “Human Ecology Theory" p.Boss et

al（Eds.) Source book of Family Theories andMethods : A Contextual Approach

　（Plenum.1993）による分析。
　結果　①人間の存続と生活の質および環境の質とその保全は、人間活動の方法と手段に

よって左右される。②家族とは、周辺環境との相互作用の中で一つの生態系を構成する人

間の固体群である。③資源の利用と保全について各家族が下す意志決定と行動および各家

族の環境に対する配慮は、その全てが地球全体にも、また局地的にも意味をもつ結果を生

む。したがって、家族は、人間の生態系の中で特に重要なレベルである。④世界の生態学

的健全性は､。かっぱらヽ家族・個人の意志決定とその行動の如何にかかわっており、国家

社会によるそれのみではない。⑤B.Paulucciによる「生態系としての家族」モデル、Bubolz

&Sontagによる「家族生態系」モデル、Bubolz&Sontaeによる「家族生態学理論における

概念の相互関係」（ポスターセッションのパネル参照）

I Bp-12(P) 　　環境との共生をめざすライフスタイルの教育は可能か？

環境学習支援ソフトウェア『私の家庭・みんなの地球』による試み一一一一･
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　【目的】　環境との共生をうたう議論は多いが、ライフスタイルの獲得に関する本質的な
問題やそこへ至るプログラムについては、ほとんど議論がなされていない。特に、ライフ

スタイルを教育の場で扱うには大きな問題がある。そこで本研究では、自作ソフトウェア
『私の家庭・みんなの地球』を例にして、コンピュータを用いてライフスタイルを学習す
る場合の基本的な要件を考察し、環境共生のライフスタイルの獲得の方向性を示す。
　【方法】　『私の家庭・みんなの地球』３部作《入門編》《学習編》《実践編》をQuick
Basicでプログラミングし、これらの自作ソフトウェアを用いて環境問題を学習する場合の

基本的な方法と環境教育のあり方について考察した。
　【結果】（l) 教育は、基本的に人間の能力を向上させるためにある√たとえ「地球環境
を守る」ためであっても、それが自己目的化し、その目的に教育を従属させてはならない。
　（２）人間の能力を向上さすための教育を効果的に行うには、教育の内容と方法において、

３つのＦ［Freedom （自由）､Freshness（新鮮さ）、Fun （面白さ）］が必要である。
　（３）ライフスタイルは、個人のもつ『世界（観）』の大きさと質によって規定される。
　（４）コンピュータソフトウェアは、学習者に、『世界』を提供する。その『世界』が広
く奥深いほどソフトウェアは優秀であり、コンピュータを用いた教育は効果をあげる。制
度的な自由（ヽノフトの選択、使用、改変の自由）は、効果的学習のための環境を提供する。

　（５）ライフスタイルの教育には、マアルチメディアも含めた新しい教育法が開発される
必要がある。その方向は、従来の教育の概念を、学習へと変えるものであると考えられる。


